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変量 クラスター１ クラスター２ クラスター３ クラスター４

人口密度（人/ha） 67.68 62.68 66.28 19.52

生産年齢人口割合（％） 73.48 65.38 69.86 61.31
1世帯当たり人員（人） 2.05 2.46 2.93 3.09
中心部までの距離（km） 3.62 3.59 8.86 11.61
可住地割合（％） 85.75 91.78 84.52 23.08

総CO2排出量（kg-CO2） 190.20 101.26 502.25 542.85

通勤人口1人1km当たりCO2排出量（g-CO2） 97.83 107.91 141.86 143.38

調査区数 154 127 141 78

通勤による交通手段別ＣＯ２量の推計と都市構造の関連性 その 2 
－大分市を対象として－  
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１．はじめに  

その 1 では大分市を対象に交通手段別分担率を算出し

た後，町丁目単位で通勤による CO2 排出量の推計を行っ

た。本稿では地域の特性を表す指標を用いてクラスター

分析を行い，CO2 排出量と都市構造の関連性を明らかに

することを目的とする。 

 
２．中心部までの距離と各種交通手段別分担率の関連性 
大分市の通勤における交通手段の利用実態を把握する
ため，全住宅のうち，住居系建物の重心から中心部まで
の距離と各種利用交通手段分担率（徒歩，鉄道，バス，
自家用車）の関連性（図１）について分析を行う。図 1
により中心部までの距離と分担率の関係をみてみると，
徒歩のみの分担率は中心部までの距離が概ね 1km までの
地域において高い。一方，自家用車の分担率は逆に中心
部までの距離が遠くなるほど高くなっている。また，鉄
道の分担率は概ね 9.5km あたりを超えた地域において高
くなり，バスの分担率は概ね 2km から 5.5km の地域にか
けて高くなっている。 
 
３．ＣＯ２排出量と都市構造の関連性 

３．１ 調査区の類型化による特性把握 
マクロ的な観点からCO2の排出量を分析するため，地域
の都市構造を表す指標を用いて調査区の類型化を行う。
まず，地域の都市構造を表す指標として，人口密度，生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 各クラスターの分布 
 

表１ クラスター別の各指標平均値 
 
 
 
 
 

 
産年齢人口割合，1 世帯当たり人員，中心部までの距離，
可住地割合の 5 つの変量を用いてクラスター分析を行う。
その結果，図２に各クラスターの分布を示す。また，表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１ 中心部までの距離と交通手段別分担率の関係 

CO2 サステイナブル 分担率 

GIS クラスター分析  
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図３ クラスター別の分担率平均値 
 
１と図３に各クラスターの指標別平均値と分担率平均値
を示す。クラスター1と2は中心部に近く職住が近接して
いることから，徒歩のみ及び自転車の分担率が高くCO2

排出量は少ない。特にクラスター１においては生産年齢
人口割合が高く1世帯当たり人員が少ないことから，単身
者が多く住む地域であることがわかる。また，クラスタ
ー3と4は郊外部に位置し，従業地までの距離が長く，自
家用車の分担率が高いためCO2排出量も多い。特にクラ
スター3においては生産年齢人口割合が高く1世帯当たり
人員が多いことから，子育て世代の者が多く住む地域で
あると考えられる。加えて，これらの地域の多くは住宅
団地が含まれており，人口密度が比較的高い。 
 
３．２ クロス集計による分析 

CO2 排出量を 9 つの階級に分け各クラスターとクロス
集計を行う。表２より，ほとんどの地域が CO2 排出量の
120～160g-CO2/人･km の階級に含まれていることがわか
る。また，CO2 排出量が少ない都市構造を形成している
地域と考えられるクラスター1 と 2 に属し，CO2 排出量
が 140～160g-CO2/人･km と比較的多い地域が 13 あるこ
とがわかった。これらの地域は，比較的中心部に近く従
業地までの距離は短いが，自家用車の分担率が高いこと
から CO2排出量が多くなっている。 
 
表２ クロス集計表 

 
 
 
 
 
 
 
 

４．まとめ  
その 1 では大分市を対象に，通勤における利用交通手

段の実態を把握した。これにより，特に郊外部において
自家用車に過度に依存していることがわかった。次に，
地域ごとに CO2排出量の推計を行い，その 2 では都市構
造との関連を分析した。これにより，中心部までの距離
が分担率及び CO2 排出量に及ぼす影響が明らかになった。
さらに，調査区の類型化による CO2 排出量からみた考察
を行った結果，都市構造上 CO2 排出量が少ないと考えら
れる地域において，CO2排出量が多い 13 地域を抽出する
ことができた。これらの地域は自家用車の分担率が高い
ことから，特に公共交通機関の利用を促進しなければな
らない地域であると考えられる。 
今後の課題として本研究では，国勢調査のデータを用

いてCO2排出量の推計を行ったが，このデータでは，通勤
における起終点や端末交通の通勤人口等の把握ができず，
あくまで，仮定の上で推計を行った。そこで他のCO2排出
量の推計方法により検証を行う必要がある。また、CO2排
出量を削減するためには，公共交通機関の分担率を高め
ることが考えられるが，現状ではその分担率は低いこと
から，今後は，料金や時間，利用環境が公共交通機関の
利用に及ぼす影響を分析，調査することが必要である。 
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